第１回情報発信評価検証部会　議事録（概要） 

日時：平成２１年２月９日（月）１４：００～１５：２０

場所：プリムローズ大阪　３階　高砂の間

出席者：別紙配席図のとおり

１　開会

○音田部会長挨拶

○配布資料の確認

○副理事挨拶

２　議事

（１） 大阪府が行った情報発信について

「資料１　大阪府が行なった情報発信について」により説明

（委員からの質問・意見等）

菊井委員

　府政だより等広報誌への記事掲載については、以前からお願いしていたところですが、だんだん取り組みを促進され、ありがたいと思っている。

　世間を騒がす事件の発生により、ホームページへのアクセス件数が増えていることは、食の安全安心のホームページの認知度が高くなったものとして評価できるし、これらの事件がホームページを見ればわかるのは、関心が高いということもあり、意義深いことである。

　ただ、ホームページの閲覧者がどこから来ているのか。一般の府民であるのか関係機関であるのか事業者であるのか等、どのような人が閲覧しているのかを分析していただければと思う。

事務局（大阪府健康福祉部食の安全推進課）

　必要な方に必要な情報を提供できるシステムを作っていきたい。後ほどご説明するが、メールマガジンの発行を検討しているので、ご意見をいただきたい。

音田部会長

　大阪府ではホームページの閲覧者についてアクセスの分析を行っているのか。

事務局（大阪府健康福祉部食の安全推進課）

　各ページの月ごとのアクセス件数は出しているが、閲覧者がどこから来ているかといった分析の出来るシステムにはなっていない。

山本委員

　「資料１」の説明で、主なトピックスの「各種法令違反に関する情報１６件」を報道提供しているとのことだったが、それは「食の安全安心ホームページ」で公表しているのか。

事務局（大阪府健康福祉部食の安全推進課）

　公表している。

山本委員

　「食の安全推進課ホームページ」で公表されている情報は、食品衛生法違反の情報に限られている。食品衛生法だけでなく、ＪＡＳ法や景表法による違反の情報も報道提供されているが、「食の安全推進課ホームページ」では探すことができなかった。その点について、お伺いしたい。

事務局（大阪府健康福祉部食の安全推進課）

　「食の安全推進課ホームページ」では、食品衛生法等の課に関係する情報のみを掲載している。食の安全安心に関する情報として、部局横断的な情報は一元的に「食の安全安心ホームページ」

で掲載しており、各法令違反の報道提供等の情報もそちらにまとめて掲載している。

　さらに詳細な情報ということになると、それぞれ各課のホームページを見ていただくという構成になっている。

金谷委員

　「食の安全安心トップページ」より「食品等の回収情報」の方がアクセス件数が多いのは何故か。トップページを通らずに「食品等の回収情報」のページに入ることができるのか。

事務局（大阪府健康福祉部食の安全推進課）

　「お気に入り登録」等により、トップページを通らずに来訪することができるため、ページごとにカウントされている。資料では単純な評価として、トップページをカウントしている。

金谷委員

　一般消費者向けの情報もよく閲覧されているのか。

事務局（大阪府健康福祉部食の安全推進課）

　だいたい平均して月に２千件程度の閲覧がある。

　トピックスやトップページに上げられている項目の閲覧は３千～４千件になる。

金谷委員

　「食品等の回収情報」は特に良く見られるページだということか。

事務局（大阪府健康福祉部食の安全推進課）

　そうです。

桒原委員

　ホームページのアクセス数が増えたことは、食の問題に興味を持っている方が多くなっているということで、情報発信が有効であったという評価ができると思う。

　しかし、情報発信は一方的に情報を加工して流しているという状態なので、ここに集まっていない情報を集める仕組みが必要。

　将来、情報発信について評価を行うためには、発信された情報が良かったのか悪かったのか、必要な人に応えられているのか、といった情報を集める仕組みが必要になってくるのではないか。

事務局（大阪府健康福祉部食の安全推進課）

　後ほど「資料５」でご説明するが、「食の安全安心に関するご意見等の入力フォーム」を昨年１１月からスタートしている。

　いただいたご意見については精査し、Ｑ＆Ａ方式でホームページに掲載していくようにしたいと考えている。データが集まればお示しし、部会でご意見をいただき改善を進めていきたい。

惣宇利委員

　口頭で、ＦＡＸによる食の安全安心だよりの送付や府政だより、スーパーの広告、雑誌やテレビへの取材協力等の説明があったが、情報弱者への情報提供は出来ているのか。

　インターネットや携帯やメールを使わない方でも、情報がわかる手段があるのか伺いたい。

事務局（大阪府健康福祉部食の安全推進課）

　インターネット等から情報を取れない人への情報提供の手段については、頭を悩ませている。

　昨年からイベント会場に足を運んで、アンケートを取らせていただきながらどのような情報が必要かモニタリングをしている。

　来週は「食の安全安心現地体験」を実施する予定だが、そこでも参加者からご意見を伺いたいと思う。

音田部会長

　アンケートでは、どのような項目を行っているのか。

事務局（大阪府健康福祉部食の安全推進課）

　携帯によるメールマガジンについて、欲しい情報の項目や情報量など。携帯へのメールマガジンであれば、見に行かなくても情報を得ることができる。しかしアンケートを取ると、携帯メールを使わない人、持っていない人、ＦＡＸを希望する人も多く、今後も情報発信の手段について検討していきたい。

（２） 「食の安全安心メールマガジン」について

「資料２　食の安全安心メールマガジン」により説明

（委員からの質問・意見等）

平川委員

　購読者募集中のリーフレットは、どういう形で配布する予定なのか。

事務局（大阪府健康福祉部食の安全推進課）

　出先機関を通じての配布と、様々なイベントでの登録の呼びかけを予定している。

平川委員

　スーパー等の広告への掲載は考えているのか。

事務局（大阪府健康福祉部食の安全推進課）

　ＱＲコードでの登録が可能なので、ＱＲコードの掲載を検討したい。

金谷委員

　メルマガの内容は、どの程度の範囲まで集めるのか。イベントやセミナー等の情報は、府の関係だけでは少ないのではないか。企業でも様々なセミナーをやっているので、情報の範囲を企業が行うものにまで広げてはどうか。

事務局（大阪府健康福祉部食の安全推進課）

　現在２ヶ月に１回発行している「食の安全安心だより」でも毎回２～３件のイベント情報を掲載しており、メールマガジンではそれをその都度お知らせすることになる。

　「資料１」でも「催し・募集に関する情報」は２６件あるので、大阪府だけでも少なくはないと思う。

　一般企業からの情報を掲載することについては、今後検討が必要。

金谷委員

　行政の中だけではなく、できるだけ広い範囲でタッグを組んだ方がメリットが大きく、認知の度合いやＰＲも違ってくるのではないか。

事務局（大阪府健康福祉部食の安全推進課）

　携帯メールの発信では、あらかじめ項目の選択をしていただく。沢山の情報が来ると、受け取る側にとって迷惑メールになってしまう場合がある。どのような情報をどのぐらい発信するのかということには議論が必要であると考えている。委員の皆様方からもご意見をいただければ有り難い。

惣宇利委員

　国民生活センターのまとめでは、食品メーカーへの問い合わせが多数ある。大企業は、社告や謝罪などを新聞やＴＶなどで流すが、もっと一般的な注意喚起などの情報を食品業界や団体などと協力して、官のルートからも流していく必要がある。

音田部会長

　メルマガで企業や団体からのお知らせを流すと良いというご意見か。

惣宇利委員

　大手の食品業界は３６５日２４時間体制で対応している。それに対して役所は土日は対応しないということでは差が出てくるのではないか。

事務局（大阪府健康福祉部食の安全推進課　淡野課長）

　我々危機管理に携わる者は３６５日２４時間対応を行っており、情報提供に取り組んでいる。ご理解をお願いする。

音田部会長

　メールマガジンについては、イベントなど情報に関して企業の情報を載せてはどうかという意見があった。

　どの程度の情報を載せるのかということについて、１回の配信は２５０文字以内となっているのは携帯の画面に対応するためか｡

事務局（大阪府健康福祉部食の安全推進課）

　携帯電話での画面の見やすさと携帯の機種対応の関係から、２５０文字以内とするのが適切としている。

山本委員

　「食の安全安心ホームページ」はモバイル対応になっているのか。

事務局（大阪府健康福祉部食の安全推進課）

　現在、モバイル対応はしていない。

山本委員

　メールマガジンでの情報提供の量が限られるのであれば、リンクによってモバイルから情報収集できるようにするのが一番合理的なのではないか。

事務局（大阪府健康福祉部食の安全推進課）

　携帯版ホームページを運営している府県もあるが、そこまで見に行く件数はあまり多く無い。従来のパソコン用ホームページを充実させた上で、必要が高まれば次のステップとして考えたい。

飯田委員

　今現在、幾つかのメールマガジンに登録している。悪い例は独立行政法人　農林水産消費安全技術センターのもので、情報量が多すぎて読む気がしないことと、発信されている情報が少し古いということがある。

　良い例は食品安全委員会のセミナー案内で、最初の表題の後、発信日ではなくセミナーの開催日がすぐに出てくるので見やすく、わかりやすい。

（３） ホームページのリニューアルについて

「資料３　食の安全推進課ホームページ画面」「資料４　食の安全安心ホームページ画面」

「資料５　メールフォーム画面」により説明

（委員からの質問・意見等）

山本委員

　食中毒の被害情報を見ようと思った時に、このホームページのどこを見たらいいのかということがわからなかった。「食の安全推進課ホームページ」で見ると、「食中毒等に関すること」では一般的な食中毒に対する注意情報はあるが、どこで食中毒が起こったかということは掲載されていない。そういった情報は「食品衛生法違反等の公表」に掲載されていたが、一般の府民にはわかりにくい形であると思う。

　「自主回収」であれば、「食の安全安心ホームページ」の「自主回収報告制度」バナーをクリックすると制度の内容もあるし、自主回収の情報へもリンクされている。情報によって、利用しやすいものと利用しにくいものがあるので、もう少し検討していただければと思う。

惣宇利委員

　使ってみて、「食に関する相談窓口一覧」は他の人へ説明する時に便利でわかりやすい。

飯田委員

　いろいろ検討はしていると思うが、文字ばかりでわかりにくい。事業者に伝えたい情報、府民に伝えたい情報、緊急情報などの区分を整理した方が良い。

　「食の安全推進課ホームページ」の「リーフレット等」も、何のためのリーフレットなのかわからない。見やすいホームページになるよう、機会があれば府民の意見を聞いた方が良い。

　特にトップページは文字が多く、必要のない文章がある。例えばメールフォームの「食の安全安心に関する問合せはこちらから」の下にある注意文は、次の画面の中の記載で良いのではないか。

　先ほど山本委員が言われたように、欲する情報の入口がトップページで区分できるようにすることが重要ではないかと思う。

平川委員

　「食の安全推進課ホームページ」も「食の安全安心ホームページ」のように横か上にサイドメニューがあると良いのではないか。

　大学のホームページは「受験生の皆様へ」「学生の皆様へ」「企業の方へ」というふうに区分されて作られているので、そのようにすると良いと思う。

音田部会長

　食の安全推進課のホームページは、以前と比べて見やすくなったと思う。消費者の立場に立つと、先に「食の安全安心ホームページ」があって「食の安全推進課ホームページ」があるというイメージがある。府民にとっては課が何をしているかより、食の関係で今何が問題かという見方をすると思う。その詳細や相談窓口はどこかということで、各課にリンクするという作りになるのは府のホームページであるのでやむを得ないと思う。

飯田委員

　このホームページのことだけでないが、新型インフルエンザについての情報を掲載して欲しい。

　人から人への感染となった場合、パニックにならないよう、食品の流通や輸入、人の往来への対応はどうなるのかといった情報を、発生の前から伝えていく必要がある。

　ホームページに載っていないことでも、厚生労働省のホットラインに電話してわかる情報も沢山あるので、今の時点でわかっている情報だけでも伝えて欲しい。

事務局（大阪府健康福祉部食の安全推進課）

　平成１６年の鳥インフルエンザ発生の際は、行政がどんなに安全だと言っても過剰な報道で卵と鶏肉の流通が止まってしまうという事態となった。パニックの発生は、報道の仕方にも問題がある。

　新型インフルエンザ発生時の対応については、現在関係課でマニュアルを作成中である。

　

桒原委員

　民間の事業者や団体の行っている講習会にも良いと思うものが沢山あるが、情報が手に入りにくい。府の情報発信の中に含めていただきたい。

音田部会長

　今日、頂いたご意見を取り入れ、ホームページやメールマガジン等に活かしていただくよう、よろしくお願いする。

事務局（大阪府健康福祉部食の安全推進課　淡野課長）

　本日、頂いた各委員のご意見を反映させ、メールマガジンの発行や各ホームページ、その他での情報発信を進めさせていただく。

　今回の議事内容については、２月１７日に開催される第６回食の安全安心推進協議会に部会の報告事項として提出する予定なので、ご了解をお願いする。

　次回の部会開催につきましては、部会長と調整し、ご連絡させていただく。

３　閉会 

